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「神
かむ

奈
な

備
び

」

馳星周 著
（集英社）

　神に救いを求め御嶽に消
えた少年を追い、強

ごう

力
りき

の孝
は荒天の山に登る。神とは、
人間の絆とは何かを問う一
冊です。

「主夫のトモロー」

朱
し ゅ

川
か わ

湊
み な

人
と

 著
（ＮＨＫ出版）

　働く妻を支え、家事に育
児に大忙しの“主夫”知朗の
毎日は、苦悩と出会いの連
続。著者の実体験を元にし
た半自伝的小説です。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／８月25日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦敗者烈伝	 （伊東潤）
◦ユーコン川を筏で下る	（野田知佑）
◦アリエリー教授の人生相談室
	 （ダン・アリエリー）
◦奔走老人	 （谷川洋）
◦謎のアジア納豆	 （高野秀行）
◦森を食べる植物	 （塚谷裕一）
◦野球人は１年ごとに若返る
	 （長嶋茂雄）
◦残り者	 （朝井まかて）
◦荒仏師運慶	 （梓沢要）
◦牛姫の嫁入り	 （大山淳子）
◦殉教者	 （加賀乙彦）
◦総選挙ホテル	 （桂望実）

◦オレンジシルク	 （神田茜）
◦大岩壁	 （笹本稜平）
◦のっぴき庵	 （高橋洋子）
◦ジャッカ・ドフニ	 （津島佑子）
◦虹のふもと	 （堂場瞬一）
◦さよならクリームソーダ	（額

ぬか

賀
が

澪
みお

）
◦小説王	 （早見和真）
◦亡者たちの切り札	 （藤田宜永）
◦花舞う里	 （古内一絵）
◦マルセイユ・ルーレット
	 （本城雅人）
◦ギケイキ	 （町田康）
◦エミリの小さな包丁	（森沢明夫）
◦台所のラジオ	 （吉田篤弘）

市
長
　
明
智 

忠
直

ス
ポ
森
と
総
合
体
育
館

の
に
ぎ
わ
い

　
平
成
９
年
に
開
館
し
た
総
合
体
育
館

が
、
６
月
19
日
に
利
用
者
２
０
０
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
。
当
日
は
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
、
２
０
０
万
人
目
と
な

っ
た
市
内
の
鈴
木
嘉よ

し

憲の
り

さ
ん
に
、
記
念

品
な
ど
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
体
育
館
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
も
充
実
し
、
健
康
増
進
施
設
と
し

て
順
調
に
利
用
者
が
延
び
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
利
用
も
多
く
、
特
に
卓
球
で
は
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
メ
ダ
ル
の

期
待
が
か
か
る
、
石
川
佳
純
選
手
や
伊

藤
美み

誠ま

選
手
を
は
じ
め
、
大
会
会
場
と

し
て
全
国
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ま
た
剣
道
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
各
種
大
会
も
行
わ
れ
、
東
総
地

区
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、
旭
市

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活

動
の
一
環
と
し
て
、
快
適
な
環
境
で
競

技
や
練
習
が
で
き
る
よ
う
空
調
設
備
を

整
備
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園
で
は
野
球
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
先
日
の

日
曜
日
も
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
あ
り
ま

し
た
。
野
球
場
で
は
中
学
校
野
球
大
会
、

芝
生
広
場
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
あ
さ
ひ
カ

ッ
プ
、
総
合
体
育
館
で
は
中
学
校
卓
球

大
会
と
日
独
卓
球
交
流
事
業
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
旭
の
夏
は
砂
の
彫
刻
美
術
展
を
皮
切

り
に
海
水
浴
場
、
い
い
お
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・

遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
七
夕
市
民
ま
つ

り
と
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。

今
年
は
道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
も
加
わ

り
、
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
人
に
旭

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

観
光
に
ス
ポ
ー
ツ
に
、
旭
市
の
存
在
感

が
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
希
望

の
持
て
る
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。

第
八
三
回

随 
筆
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